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文字の選択的認知に及ぼすノイズ文字の効果
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Eighteenundergraduatestudentsparticipatedintwoexperimentswhichweredesignedto

investigatetheeffectsofnoiselettersuponselectiveidentificationoftargetletters、Thereactioｎ

ｔｉｍｅｏｆｐｒｅｓｓｉｎｇｂｕｔｔｏｎｓｔｏｔｈｅｔａｒgetletterwasmeasuredundervariouscombinationsof

accompanyingnoiseletterslocatedlo48’apartfromatargetinvisualangle，andaddednoise

lettersinsertedbeｔｗｅｅｎｔｈｅｔａｒｇｅｔａｎｄａｃｃｏｍｐａｎｙｉｎｇｎoiselettersTheresultsprovidedevidence

infavorofthehypothesiswhichattributestheinterferingeffectsofnoiselettersnottothe

processingleveLbuttotheresponselevel・Moreover,theresultssuggestedthatthenoiseletter

adjacenttoatargetplaysanimportantpartinthisinterference，thoughthenoiseletterscanbe

processedeveninthepositiｏｎａｓｍｕｃｈａｓｌｏ４８’apartfromatarget，andthatitisespecially

importantwhatrelationstheadjacentnoisｅｌｅｔｔｅｒｈａｓｗｉｔｈｔｈｅｒｅｓｐｏｎｓｅｏｆｔｈｅtarget、

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：Cognition，attention（selective)，visualperception（letter)，reactiontime，response
interference．

凝視点を中心とする仮想円周上に配置したいくつかの

文字の中から線分が指示する標的文字の報告を求める文

字の選択的認知課題において次のことが明らかにされ

た．すなわち，標的と同時に提示するノイズ文字の数の

増加とともにノイズ文字からの干渉効果は増加し,また，

標的と隣接するノイズ文字の空間間隔が視角で１゜を超

えるまでノイズ文字からの干渉効果は減少した（EriL

sen＆Hoffman，１９７２ａ，１９７２ｂ；Eriksen＆Rohr‐

bau9h，1970)．文字全体の空間配置も１つの要因となる

ことも明らかにされた（園田・佐藤・佐久間，１９７５；渡

辺，1983)．

Eriksen＆Hoffman（1973）は文字の選択的認知課題

において干渉効果の生起する水準を明らかにする研究を

行った．すなわち，凝視点を中心とし中心視野内に位置

する仮想円周上の時計の文字盤上の１２個の各数字の

位置にＡ，Ｈ，Ｍ，Ｕの４種のアルファベット大文字を

１個ずつ配置したテスト刺激を提示し，標的文字がＡか

Ｕであれば一方の反応ボタンを，ＨかＭであれば他方の

反応ボタンを押して反応する課題を被験者に求めた．

その結果，ノイズ文字が標的と異なった反応に導く文字

である条件において標的を報告するに至るまでの反応時

間は，ノイズ文字が標的と同じ反応に導く文字である条

件より大きかった．この事実から，彼らはノイズ文字の

干渉効果が主として反応レベルにおいて生起する，すな

わち標的とともにすでに処理されたいくつかのノイズ文

字が標的とは違った反応を要求することによって生起す

ると結論した．また，標的と異なった反応に導くノイズ

文字による上記の干渉効果は，そのノイズ文字の配置さ

れる位置が標的から離れるにつれて減少し，標的から４

個目の位置においてはほとんど見られなくなった．この

事実から，彼らは次のように結論した．すなわち，注

意野は標的からの空間間隔が大きくなるにつれて焦点

(fbcus)，縁辺（margin)，周辺（fringe）と変化して行

き，情報の抽出つまり処理の程度がこの順序で低下して

行き，周辺部つまり標的から４個目の位置のノイズ文字

の処理はほとんど行われていない．

しかしEriksen＆Hoffman（1973）の研究には２つの

問題点がある．１つは，彼らの結果が反応レベル以外の

干渉効果を予測させることである．つまり，もしノイズ

文字の効果が反応レベルにおける干渉の糸によるなら

ば，標的と同じ反応に導くノイズ文字が配置される条件

においては反応の競合は起らないから，その反応時間は

標的だけを単独で配置する条件とほぼ等しいことが予測

されるが，彼らの結果では前者の反応時間が後者より大

きくなっている．他の１つは，標的から４個月の位置に

配置した，標的と異なった反応に導くノイズ文字の干渉

効果が見られなかったのは，そのノイズ文字と標的との

間に標的と同じ反応に導く他のノイズ文字を必ず配置し

ていたことによるのではないかと考えられることであ

る．

そこで本研究では，上述した問題点を考慮した上で，

テスト刺激の提示後被験者が２つの反応ボタンを用いて

標的文字を報告するに至るまでの反応時間をノイズ文字

による干渉効果の指標として，文字の選択的認知実験を
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行った．すなわち，標的から４個目の位置，つまり本研
９１－－

究の刺激配置によると標的から視角で1.48'離れた位置＝

にあるノイズ文字の効果を，そのノイズ文字と標的の間

に他のノイズ文字を挿入しない条件と挿入する条件の下

で比較した．これにより，標的から視角で１．４８'離れた

位置にあるノイズ文字が処理されていないのかどうか，

また，ノイズ文字の干渉効果の原因が反応レベルの糸に

あるのかどうか，さらに文字の選択的認知課題において

ノイズ文字が干渉効果を及ぼす過程を明らかにすること

を目的とする．

導く文字であるＲＩ（responseincompatible）条件であ

-るｊ追加文字の変数におjJ､ては，時計の文字盤上の２
時，４時，６時，８時，１０時，１２時の位置の中で随伴

文字がまだ配置されていない位置に１個ずつ計３個追加

して配置するノイズ文字の性質によって次の４つの条件

_を用意した．すなわち，追加文字が，標的と同じ文字で

あるＡＳＴ条件（随伴文字の変数に関する本条件に対応

する条件と区別するためaddedの頭文字Ａを付け加え

た．以下の条件も同様とした),標的と異なる文字である

が同じ反応に導くＡＲＣ条件，標的と異なった反応に導

く文字であるＡＲＩ条件および，１つも追加文字を配置

しないＡＮ（noaddednoiseletters）条件である．

＿全体で３文字配置となるＡＮ条件下におけるＳＴ，

ＲＣ，ＲＩの３条件に関して次のように予測できる．もし

標的から視角で1.48'離れた位置のノイズ文字の処理が

~行われていないならば，これらの３条件の反応時間の間

に差が認められないであろう．また，ノイズ文字の干渉

効果の原因が反応レベルの承にあるならば，ＲＩ条件の

反応時間はＳＴ条件とＲＣ条件より大きく，ＳＴ条件と

ＲＣ条件の反応時間の間に差が認められないであろう．

また，Eriksen＆Hoffinan（1973）の研究に関してすで

に指摘したように，標的から視角で１．４８'離れた位置の

ノイズ文字の干渉効果が，そのノイズ文字と標的の間に

挿入する他のノイズ文字によって影響されるのであれ

ば，次のように予測できるすなわち，ＳＴ，ＲＣ，ＲＩの

３つの随伴文字条件の反応時間の関係は，標的と随伴文

字の間に挿入する追加文字によって変化するであろう．

方法

装置プロジェクター，電子シャッターと透視スクリ

ーンから成る２視野タキストスコープを用いた．第１視

野には凝視点として高さが視角で２８'の×印を，第２視

野にはテスト刺激をそれぞれ提示した．顔面固定器を用

い，被験者の位置からスクリーンまでの距離は１１０ｃｍ

とした．視野の輝度は約８０ｃｄ/ｍ２に一定した．視野は

凝視点を中心とし直径が視角で5.12'の円形になるよう

に黒のラシャ紙でさえぎった．刺激提示の時間制御のた

めには３チャンネル・デジタルタイマーを用い，テスト

刺激の提示から被験者が反応ボタンを押すまでの反応時

間を１ｍｓ単位で測定するためにミニタイムカウンター

を用いた．

刺激ディスプレイFig.１のような１２の条件を用意

した．文字の大きさは視角で高さ１２'であった．また，

仮想円の中心から文字の中心を通る仮想半径の延長線上

で文字から視角２４'離れた位置で,長さが視角３２'の線

分の指示刺激を用いテスト刺激中のただ１つの文字を標

的として指示した．テスト刺激は高さが視角２８'の凝視

点も含んでいた．文字間の空間間隔は３文字配置条件の

場合で視角1.48'’６文字配置条件の場合で視角１゜で

実験１

Ａ，Ｍ，Ｎ，Ｖの４種のアルファベット大文字から選

んだ３個あるいは６個の文字を，凝視点を中心とし直径

が視角で2.24’の仮想円周上にFig・１のように配置し

たものをテスト刺激として用いた‘実験変数は随伴ノイ

ズ文字（accompanyingnoiseletters：以下随伴文字と

略す）と追加ノイズ文字（addednoiseletters：以下追

加文字と略す）であった．

随伴文字の変数においては，時計の文字盤上の２時，

６時，１０時あるいは４時，８時，１２時の位置に標的と

ともに１個ずつ配置する２つのノイズ文字の性質によっ

て次の３つの条件を用意した．すなわち，随伴文字が，

標的と同じ文字であるＳＴ（sameastarget)条件，標的

と同じ反応に導くが標的と異なる文字であるＲＣ（re・

sponsecompafible）条件およ`び，標的と異なった反応に
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threeconditionsofaccompanyingnoiseletters：

sａｍｅａｓｔａｒｇｅｔ（ＳＴ)，responsecompatible（ＲＣ)，

andresponseincompatible（ＲＩ)，whenaddednoise

lettersarenull（ＡＮ)，ｓａｍｅａｓｔａｒｇｅｔ（ＡＳＴ)，

responsecompatible（ＡＲＣ)，andresponseincom‐
patible（ＡＲＩ)．Eachconditionisshownforthe

triaｌｏｎｗｈｉｃｈｔｈｅｔａｒｇｅｔｌｅｔｔｅｒｉｓ“Ａ，，presented
inthelOo，clockposition（Experimentl)．
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れた．

ＡＮ条件下において随伴文字条件間で反応時間を比べ

ると，ＳＴ条件が最小で，ＲＣ条件，ＲI条件と順に反応

時間が大きくなるのが分る．随伴文字の効果に関して

分散分析を行ったところ有意差が見られた（Ｒ2.,4)＝

40.01,ｐ＜､001)．この結果は,標的から視角で1.48'離

れた位置のノイズ文字が処理されていることを支持す

る．続いて下位検定を行ったところ，随伴文字のいずれ

の条件間においても有意差が見られた（LSD＝14.20,

p＜､01)．この結果は，ノイズ文字の干渉効果の原因が

反応レベルの承にあるという仮説を支持しない．

他の３つの追加文字の条件下においても随伴文字条件

間で反応時間を比べると，ＡＳＴ条件においては，ＳＴ条

件とＲＣ条件の反応時間は等しく小さく，これら２条件

よりＲＩ条件の反応時間が大きいことが分る．また，

ARC条件とＡＲＩ条件においては随伴文字条件間の反

応時間の違いが小さくなっているのが分る．AST，

ARC,ARIの追加文字に関する各条件下において随伴文

字の効果に関して分散分析を行ったところＡＳＴ条件に

おいての糸有意差が見られた(F(2,,4)＝19.42,Ｐ＜､001)．

AST条件において下位検定を行ったところ，ＳＴ条件と

ＲＣ条件の間に有意差は見られず，ＳＴ条件とＲＩ条件

間およびＲＣ条件とＲＩ条件間にそれぞれ有意差が見ら

れた(LSD＝16.64,ｐ＜､01)．以上の結果は,標的から視

角で1.48'離れた位置のノイズ文字の干渉効果がそのノ

イズ文字と標的の間に挿入する他のノイズ文字によって

影響されるという仮説を支持する．

次に標的と随伴文字の間に挿入する追加文字の効果を

随伴文字の各条件ごとに調べた．随伴文字に関する各条

件ごとに追加文字の効果に関して分散分析を行ったとこ

ろ，ＳＴ条件，ＲＣ条件，ＲI条件のいずれにおいてもそ

れぞれ有意差が見られた（F(3,2,)＝30.22,ｐ＜､００１；

F(3,2,1＝21.06,Ｐ＜､００１；Ｆ,3,2,)＝4.45,′＜､05)．ＳＴ条

件においては，ＡＮ条件とＡＳＴ条件の反応時間が等し

く最小でＡＲＣ条螂件，ＡＲＩ条件と順に反応時間が大きく

あった．

以上のテスト刺激を，練習試行用として各条件３計

36,本試行用として各条件４８計５７６をスライドとした

ものを用意した．その作成に当っては，本試行用のテス

ト刺激全体を通じて４種類の文字が標的として仮想円周

上で均等に出現するように注意した．

手続き実験者が２秒間のブザー音によって試行開始

の合図を与えた後，被験者は視野の中央の×印を凝視で

きた時点で足元のフットスイッチを踏むことにより各試

行を開始した．試行開始の１秒後にテスト刺激が２秒間

提示された．被験者には，×印を凝視したまま，標的が

ＡかＶであれば反応スイッチの左右のボタンの一方をＭ

かＮであれば他方のボタンを，左のボタンは左手の，右

のボタンは右手の親指で押して反応するよう教示した．

標的の種類と反応ボタンの対応関係は被験者間でカウン

ターバランスした．

実験は４日間のセッションに分けて実施した．１日目

のセッションにおいては，まず練習試行用のテスト刺激

を用いて文字と反応ボタンの正確な対応づけを学習させ

るための３６回の練習試行を行い，次に正確かつ迅速

に反応するよう教示した後，同じテスト刺激を用いて７２

回の練習試行を実施した．５分間の休憩の後，本試行用

のテスト刺激を用いて５回のウォーミングアップ試行と

７２回の木試行から成る１ブロックを被験者に課した．

ウォーミングアップ試行のテスト刺激には，そのブロッ

クで使用する本試行用のテスト刺激のうちの終りの５つ

を用いた．２日目のセッションにおいては，同様の３ブ

ロックの糸をブロック間に５分間の休憩をはさんで同様

のやり方で実施した．３日目および４日目のセッション

においては，同様の２ブロックのみをブロック間に５分

間の休憩をはさんで同様のやり方でそれぞれ実施した．

各セッションの開始に先立って２分間の暗順応を行い，

個人別に暗室にて実施した．なお，各条件の試行順序に

よる効果は被験者内および被験者間でカウンターバラン

スした．被験者が誤反応をしたテスト刺激は各ブロック

終了に引き続き再度提示し，正反応時間をデークとして

用いた．

被験者裸眼視力あるいは矯正視力が正常な男７名女

１名の大学生．このうち男２名は以前にこの種の実験を

経験していた．

結果と考察

１２の各条件下における４８回の本試行の正反応時間を

被験者ごとに平均したものをデータとして用い，８名の

被験者の平均をFig.２に示した．３（随伴文字）×４

(追加文字)×８(被験者）の３要因の分散分析を行っ

たところ，随伴文字（F(2,,4)＝38.90,Ｐ＜､001)，追加文

字（F(3,2,)＝34.28,,＜､001）の主効果および，これらの

交互作用(Ｅ6,42)＝7.66,ｐ＜､001）に関して有意差が見ら
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なるのが分る．下位検定の結果，ＡＮ条件とＡＳＴ条件

間に有意差が見られないことを除きすべての条件対間に

有意差が見られた（LSD＝19.93,ｐ＜､02)．ＲＣ条件

においては，ＡＳＴ条件の反応時間が最小でＡＮ条件，

ARC条件，ＡＲＩ条件と順に反応時間が大きくなるのが

分る．下位検定の結果，ＡＮ条件とＡＲＣ条件間に有意

差が見られないことを除きすべての条件対間に有意差が

見られた（LSD＝14.44,ｐ＜､01)．ＲＩ条件においては，

ＡＳＴ条件とＡＲＣ条件の反応時間は等しく小さくこれ

らよりＡＮ条件とＡＲＩ条件の反応時間が等しく大き

いことが分る．下位検定の結果，ＡＳＴ条件とＡＲＣ条

件間およびＡＮ条件とＡＲＩ条件間にそれぞれ有意差

が見られず，ＡＳＴ条件とＡＲＩ条件間およびＡＲＣ条

件とARI条件間にそれぞれ有意差が見られた（LSD＝

16.26,ｐ＜､01)．また，ＡＳＴ条件とＡＮ条件間およ

びＡＲＣ条件とＡＮ条件間にそれぞれ有意水準に近い差

が認められた(LSD＝9.89,.05＜，＜・10)．

以上の結果で特に注目したいのは，随伴文字のＲＣ条

件とＲＩ条件において，標的と随伴文字の間に標的と同

じノイズ文字あるいは標的と文字は異なるが同じ反応

に導くノイズ文字を挿入する条件の反応時間が，ノイズ

文字を挿入しない条件と比べて等しいか小さいことであ

る．この事実と，標的から視角で1.48'離れた位置のノ

イズ文字の干渉効果が，そのノイズ文字と標的の間の位

置に標的と同じ反応に導くノイズ文字を必ず配置した

Eriksen＆Hoffman（1973）の研究においては見られ

ず，その間の位置にノイズ文字を配置しない本実験にお

いては見られた事実から次のように考えられる．すなわ

ち，標的から視角で１．４８'離れた位置のノイズ文字の干

渉効果は，その位置と標的の間に標的と同じ反応に導く

他のノイズ文字を挿入することによって減少する．

実験Ⅱ

実験ＩにおいてＲＣ条件の反応時間がＳＴ条件に等

しくならなかった原因として，用いた文字の種類が考え

られる．Eriksen＆Eriksen（1974）によると，提示さ

れたいくつかの文字の中からいつも決まった位置に現わ

れる標的文字を２つの反応ボタンを用いて報告する文字

認知課題において，標的とともに提示されるノイズ文字

が標的と異なる反応に導く文字に類似している場合に大

きな干渉効果が見られた．Gibson（1969）のアルファベ

ット文字間の弁別特徴表によると，実験Ｉで用いたＡ，

Ｍ，Ｎ，Ｖの４つの文字は互いに類似しており，このた

めにＲＣ条件において，ノイズ文字が標的と異なった反

応に導くノイズ文字に類似することとなりＳＴ条件より

大きな反応時間を生じたことが考えられる．そこで本実

験においては，Gibson（1969）のアルファベット文字間

の弁別特徴表および，Podgorny＆Garner（1979）のア

ルファベット文字間の類似性の測定結果を参考にして，

別の反応に導く文字対どうしが互いに類似することの少

なくなるよう，アルファベットのＣ，Ｏを一方の反応ボ

タンに，Ｅ，Ｆを他方の反応ボタンに割当てた上で，３

文字配置の条件の下で実験Ｉの追試を試糸ることを目的

とする．

次に，実験Ｉにおいて，標的から視角で1.48'離れた

位置のノイズ文字の干渉効果は，そのノイズ文字と標的

の間に標的と同じ反応に導く他のノイズ文字を挿入する

ことによって減少することが分ったが，その原因は明ら

かでない．これに関して次の２つの可能性が考えられ

る．１つは，原因を処理レベルに置くものである．すな

わち，標的以外のノイズ文字も標的から隣接したものか

ら順に処理されるが処理容量に限界があるため，標的と

近接して他のノイズ文字が挿入される場合，標的から視

角で１．４８'離れた位置のノイズ文字の処理は十分に行わ

れず，したがって，干渉効果も減少すると考えられる．

他の１つは，原因を反応決定レベルに置くものである．

すなわち，標的もノイズ文字も等しく平行して処理され

るが，標的に対する反応を決定する際に標的により近接

したノイズ文字の反応が強く影響し，したがって，近接

したノイズ文字が標的と同じ反応に導く文字である場合

には干渉効果が減少すると考えられる．これらの２つの

可能性のいずれを取るべきかを検討することも目的とす

る．

また，実験Ｉの結果は，標的と，標的と異なった反応

に導くノイズ文字の間に挿入した他のノイズ文字の効果

の存在をほぼ肯定するものではあるが，標的と異なった

反応に導く２つのノイズ文字の間，つまり凝視点をはさ

んで標的と相対する位置に追加したノイズ文字の効果も

含んでいる．そこで標的と相対する位置に配置したノイ

ズ文字の効果を確かめることも目的とする．

Ｃ，Ｅ，Ｆ，０，Ｘの５種のアルファベット大文字から

選んだ３個あるいは１２個の文字を，実験Ｉと同様のや

り方でＦｉｇ３のように配置したものをテスト刺激とし

て用いた．３文字配置の条件は実験ＩのＡＮ条件下の

ST，ＲＱＲＩの３条件に対応するものである．

１２文字配置の条件は次のように作成した．すなわち，

随伴文字については上記のＲＩ条件の文字配置の糸にお

いて，時計の文字盤上の１時から１２時の各時に対応す

る位置のうちでまだ文字の配置されていない位置に追加

して配置するノイズ文字の位置によって，近接追加ノイ

ズ文字（Proximaladdednoiseletters，以下近追加文字

と略す）と遠隔追加ノイズ文字（distaladdednoise

letters，以下遠追加文字と略す）の２つの実験変数を設

定した．

近追加文字の変数においては，標的と，標的と異なっ

た反応に導くノイズ文字の間の位置に追加して配置する
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ノイズ文字の性質によって次の３つの条件を用意した．

すなわち，近追加文字が，標的と同じ文字であるＰＳＴ

条件（３文字配置条件において本条件に対応する条件と

区別するためProximalの頭文字Ｐを付け加えた．以下

の条件も同様とした),標的と同じ反応に導くが標的と異

なる文字であるＰＲＣ条件および，標的の反応と無関係

でかつ標的になり得るＣ，Ｅ，Ｆ，Ｏとの視覚的な類似性

の少ないアルファベット大文字のＸであるＰＮ（Proxi‐

malneutral）条件である．遠追加文字の変数において

は，標的と異なった反応に導く２つのノイズ文字の間に

追加して配置するノイズ文字が，標的と同じ文字である

ＤＳＴ（３文字配置条件において本条件に対応する条件と

区別するためdistalの頭文字Ｄを付け加えた．以下の条

件も同様とした）条件および，標的と異なった反応に導

く文字であるＤＲＩ条件の２つの条件を用意した．

３文字配置の条件においては次のように予測できる．

すなわち，ノイズ文字の干渉効果の原因が反応レベルの

承にあるならば，ＲＩ条件の反応時間はＳＴ条件とＲＣ

条件より大きく，しかもＳＴ条件とＲＣ条件の反応時間

の間に差が見られないであろう．１２文字配置の条件に

おいては次のように予測できる．すなわち，標的から視

角で１．４８'離れた位置にあるノイズ文字の干渉効果が，

そのノイズ文字と標的の間に標的と同じ反応となる他の

ノイズ文字を挿入することによって減少する原因が処理

レベルにあるならば，ＰＳＴ，PRC，ＰＮの３条件の反応

時間の間に差は見られず，これら３条件よりＲI条件の

反応時間が大きいであろう．一方，その原因が反応決定

レベルにあるならば，ＰＳＴ条件とＰＲＣ条件の反応時間

の間には差は見られないが，ＰＳＴ条件とＰＲＣ条件より

ＰＮ条件とＲＩ条件の反応時間が大きいであろう．ま

た，標的と相対する位置のノイズ文字が処理されている

ならばＤＳＴ条件とDRI条件の反応時間の間に差が見

られるであろう．

方法

装置実験Ｉと同じものを用いた．

刺激ディスプレイFig.３のような９条件を用意し

た．テスト刺激内における凝視点と文字の大きさ，指示

刺激の配置の仕方は実験Ｉと同様であった．文字間の空

間間隔は３文字配置条件の場合で視角1.48'’１２文字配

置条件の場合で視角２１’であった．

以上のテスト刺激を，練習試行用として各条件８計

72,本試行用として各条件４８計４３２をスライドとした

ものを用意した．その作成に当っては実験Ｉと同様の注

意を払った．

手続き実験は３日間のセッションに分けて実施し

た．１日目のセッションにおいては，まず練習試行用の

テスト刺激を用いて文字と反応ボタンの正確な対応づけ

を学習させるための７２回の練習試行を求め，次に正確

かつ迅速に反応するよう教示した後，同じテスト刺激を

用いて７２回の練習試行を被験者に求めた．５分間の休

憩の後，本試行用のテスト刺激を用いて８回のウォーミ

ングアップ試行と７２回の本試行から成るブロック２つ

をブロック間に５分間の休憩をはさんで被験者に課し

た．ウォーミングアップ試行のテスト刺激には，そのブ

ロックで使用する本試行用のテスト刺激のうちの終りの

８つを用いた．２日目と３日目のセッションにおいて

は，同様の２ブロックのみを同様のやり方でそれぞれ実

施した．

以上に加えて，標的がＣかＯであれば一方の反応ボタ

ンを，ＥかＦであれば他方の反応ボタンを押して反応す

るよう教示した以外の手続きは実験Ｉと同様であった．

被験者裸眼視力あるいは矯正視力が正常でこの種の

実験に関して未経験な１０名の男子大学生．

結果と考察

９つの各条件下における４８回の本試行の正反応時間

を被験者ごとに平均したものをデータとして用い，１０名

の被験者の平均を３文字配置の条件と１２文字配置の条

件に分けてそれぞれTablelおよびFig.４に示した．

３文字配置の条件間で反応時間を比べると，ＳＴ条件

とＲＣ条件の反応時間はほぼ等しく，ＳＴ条件とＲＣ条

3-letterarrangement

STRC RI

、、

､ｃｃｃｏｃＥ
Ｘ Ｘ Ｘ

Ｃ ＯＦ

１２－letterarrangement

Proximaladdednoiseletters
の

ＰＳＴＰＲＣＰＮ
＝

の

＝
の

、ＣＣＣ、Ｃｏｏ､ｘＸⅡ
ＣＦＣECP

％ＤＳＴｃＸｃｏＸｃ且Ｘｃ
ＣＣＯＣＸＣ

･
ＣＥＣＯＦＣＸ■Ｃこ

つ
の 、ＣＣＣ、Ｃｏｏ、ｘｘｘ

ｃ■ＣＦＣ己Ｅ

Ｔ３ＤＲＩｃＸＰｏＸｃユＸＱ
ＣＥＯＥＸＦ

ｃＦＦｏＥＦｘＦＥｇ
の

●

Ｆｉｇ．３．Ｅｘａｍｐｌｅｓｏｆｔｈｅｓｔｉｍｕｌｕｓｄｉｓｐｌａｙｓｆor

threeconditionsin3-1etterarrangement:ST,ＲＧ

ａｎｄＲＬａｎｄｆｏｒｔｗｏｃｏｎｄｉｔｉｏｎｓｏｆｄｉstaladded

noiselettersinl2-1ettｅｒａｒｒａｎｇｅｍｅｎｔ：ｓａｍｅａｓ

ｔａｒｇｅｔ（ＤＳＴ）andresponseincompatible（ＤＲＩ)，

whenproximaladdednoiselettersarｅｓａｍｅａｓ

ｔａｒｇｅｔ（PST)，responsecompatible（PRC)，and

neutral（ＰＮ)．Eachconditionisshownforthe

triaｌｏｎｗｈｉｃｈｔｈｅｔａｒｇｅｔｌｅｔｔｅｒｉｓ“Ｃ'，presented

inthelOo，clockposition（Experimentll)．



心理学研究第５６巻第３号130

Ｔａｂｌｅｌ

ＭｅａｎａｎｄＳＤｏｆｒｅａｃｔｉｏｎｔｉｍｅｓ（ｉｎｍｓ）for

eachconditionof3-letterarranｇｅｍｅｎｔ

ｉｎＥｘｐｅｒｉｍｅｎｔｌｌ

れそれ有意に大きく（F(9)＝2.94,Ｐ＜､０２；r(9)＝2.73,

p＜､05)，ＰＮ条件とＲＩ条件の反応時間の間に有意差は

見られなかった－

以上の結果は，標的から視角で１．４８'離れた位置のノ

イズ文字の干渉効果が，そのノイズ文字と標的の間に他

のノイズ文字を挿入することにより減少することの原因

は，標的により近接したノイズ文字の反応が標的の反応

決定に強く影響することにあるという仮説を支持する．

また，標的と相対する位置のノイズ文字も処理されてい

るという仮説を支持する．

SＴ ＲＣ ＲＩ

Ｍｅａｎ

ＳＤ

5０３

４１

5０６

４５

544

３７

件よりＲＩ条件の反応時間が大きいことが分る．これら

３つの条件間で分散分析を行ったところ有意差が認めら

れた（F(2,,8)＝37.03,Ｐ＜､001).続いて下位検定を行った

ところ，ＳＴ条件とＲＣ条件の間に有意差は見られず，

ＳＴ条件とＲＩ条件間およびＲＣ条件とＲＩ条件間にそ

れぞれ有意差が見られた（LSD＝20.53,ｐ＜､001)．こ

の結果は，ノイズ文字の干渉効果の原因が反応レベルの

糸にあることを支持する．

１２文字配置の条件間で反応時間を比べると，近追加

文字に関しては，ＰＳＴ条件とＰＲＣ条件の反応時間は等

しく，ＰＳＴ条件とＰＲＣ条件よりＰＮ条件とＲＩ条件

の反応時間が大きいこと，また，遠追加文字に関して

は，DRI条件の反応時間がＤＳＴ条件より若干大きいこ

とが分る．３（近追加文字）×２(遠追加文字）×1０（被

験者）の３要因の分散分析を行ったところ，近追加文

字の主効果（F(2,18)＝13.31,Ｐ＜､001）に関して有意

差が見られ，遠追加文字の主効果（FU,,)＝4.28,.05＜

力＜・10）に関して有意な傾向が見られた．交互作用に関

して有意差が見られなかったので近追加文字に関する

各条件ごとに遠追加文字の２条件の平均反応時間を求め

以下の下位検定を行った．その結果，ＰＳＴ条件とＰＲＣ

条件の反応時間の間に有意差は見られず，ＰＳＴ条件と

ＰＮ条件間およびＰＲＣ条件とＰＮ条件間にそれぞれ有

意差が見られた（LSD＝26.60,ｐ＜､001)．続いて近追

加文字の各条件とＲＩ条件との間で'検定を試ふたとこ

ろ，ＰＳＴ条件とＰＲＣ条件よりＲＩ条件の反応時間がそ

全体的考察

本研究の目的の１つは，凝視点を中心とし中心視野

内に位置する仮想円周上の時計の文字盤上の各時に対応

する位置に１個ずつ文字を配置した場合において，標的

から４個目の位置つまり標的から視角で1.48'離れた位

置のノイズ文字が処理されていないとするEriksen＆

Hoffman（1973）の主張が正しいかどうかを調べること

であった．実験Ｉと実験Ⅱの３文字配置の条件におい

て，標的から視角で1.48'離れた位置に配置したノイズ

文字の性質による干渉効果の違いを標的を報告するに至

るまでの反応時間によって調べると明らかに違いが見ら

れた．実験Ⅱにおいて，標的から視角で１．４８'以上離れ

た位置のノイズ文字の効果もかろうじてではあるが認め

られた．これらの結果はEriksen＆Hoffman（1973)の

主張に反して，標的から視角で１．４８'以上離れた位置の

ノイズ文字も処理されることを示す．

本研究のもう１つの目的は，ノイズ文字の干渉効果の

原因が反応レベルの承にあるのかどうかを明らかにする

ことであった．同時に提示されるノイズ文字が標的文字

の認知に及ぼす干渉効果の原因は主としてノイズ文字の

認知にかかわるものとされ，情報処理系においてノイズ

文字の干渉効果の生起する位置に関して２つの立場があ

る．一方はその位置を，処理レベルに置くEstes（1972）

に代表される処理レベル説であり，他方は反応レベルに

置くEriksenに代表される反応レベル説である．前者

は，ノイズ文字が特徴分析器のような処理ユニットをめ

ぐって標的と競合するため標的の処理が遅れることによ

り干渉効果が生起すると考える．後者は，ノイズ文字も

標的とともに処理された後，それらが標的と違った反

応を要求することにより干渉効果が生起すると考える

(Colegate，HofYman，＆Eriksen，１９７３；Eriksen＆

Hoffman，１９７３；Estes，1972)．したがって，処理レベル

説が正しいならば，標的と同時に提示されるノイズ文字

が標的と視覚的に類似するか，あるいは標的と同じであ

る場合に大きな干渉効果が予想され，しかもそれらのノ

イズ文字が多いほど大きな干渉効果が予想される．ま

た，反応レベル説が正しいならば，標的と同時に提示ざ

７
６
５
４
３
２

５
５
５
５
５
５

⑪
Ｅ
－
の
Ｅ
一
一
こ
◎
一
一
・
口
①
』
亡
呵
の
三

Ｉ

￣●Ⅱ

『
】

ＰＳＴＰＲＯＰＮ

Ｐｒｏximaladdednoiseletters

Fi9．４．Meanreactiontimesforeachcon‐

ditionofdistaladdednoiselettersunderthree

conditionsofproximaｌａｄｄｅｄｎｏｉｓｅｌｅｔｔｅｒｓａｎｄｆｏｒ
ｔｈｅＲＩｃondition．
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れるノイズ文字が標的と一致しない反応を要求する場合

に大きな干渉効果が予想される．

実験Ｉの３文字配置のＡＮ条件下において,ノイズ

文字が標的と反対の反応に導く文字であるＲＩ条件の反

応時間が最大，すなわち干渉効果が最大となる事実は反

応レベル説を支持する．一方，同じＡＮ条件下におい

て，ＳＴ条件とＲＣ条件はともに標的と同じ反応となる

にもかかわらず，ノイズ文字が標的と異なるＲＣ条件の

反応時間がノイズ文字が標的と同じであるＳＴ条件より

大きくなる事実は反応レベル説によって説明できない．

しかしこの結果は互いに別の反応に導く文字対どうしが

類似していたことに帰因すると考えられたため，実験Ⅱ

では異なった反応に導く文字対どうしの類似性が少なく

なる文字を用いて実験Ｉと同様の３文字配置の条件下で

追試したところ，ＳＴ条件とＲＣ条件の反応時間の間に

差は見られなくなった．したがって以上の結果は反応レ

ベル説を支持すると思われる．

ちな糸に処理レベル説の検討を行うと次の通りであ

る．すなわち，実験Ｉにおいて，３文字配置のＡＮ条件

と，これに標的と同じノイズ文字を追加するＡＳＴ条件

の反応時間を比べると，随伴文字のＳＴ条件，ＲＣ条

件，ＲＩ条件のいずれにおいても標的と同じノイズ文字

を追加することにより反応時間は変化しないかあるいは

かえって減少した．また，実験Ⅱにおいて，ＲI条件と，

この条件に標的と同じノイズ文字あるいは標的と類似す

るノイズ文字を追加する近追加文字のＰＳＴ条件とＰＲＣ

条件の反応時間を比べると，標的と同じあるいは類似す

るノイズ文字を追加する条件の反応時間の方がＲＩ条件

より小さかった．以上の事実は処理レベル説に否定的で

あり，ノイズ文字の干渉効果の原因が反応レベルの承に

あることを支持する．

さて，３文字配置のテスト刺激において見られる，標

的から視角で１．４８'離れた位置のノイズ文字の干渉効果

は，そのノイズ文字と標的の間に標的と同じ反応に導く

他のノイズ文字を挿入することによって減少することが

実験Ｉにおいて明らかとなった．挿入するノイズ文字を

変化させた実験Ⅱにおいて，この干渉効果は標的と同じ

反応に導くノイズ文字を挿入する条件に限って減少し，

標的の反応と無関係なノイズ文字を挿入する条件では減

少しないことが明らかとなった．これらの結果は，標的

と近接した位置にあるノイズ文字と標的の反応の関係が

干渉効果の生起にとって重要であることを示唆する．

本研究において得られた実験結果に基づくと，文字の

選択的認知課題においてノイズ文字が干渉効果を及ぼす

過程は次のように考えられる．すなわち，標的文字から

視角で1.48'以上離れた位置のノイズ文字も処理されて

おり，その干渉効果の原因は標的とともに処理されたノ

イズ文字が標的と違った反応を要求することにある．し

かしどのノイズ文字も標的の認知に対して等しく影響を

及ぼすのではなく，標的と近接するノイズ文字の影響が．

著しい．この近接するノイズ文字が標的の反応とどのよ

うな関係にあるかということが標的に対する反応の選択

すなわち文字の選択的認知にとって特に重要なのであ

る．
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